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【科目】生物無機化学Ⅰ
【科目分類】 専門科目 【選択・必修の別】必修 【学期・単位数】前期・1単位
【対象学科・専攻】生物コース  4年
【担当教員】 齋藤　雅和

【授業目標】
□ 金属錯体の形成・構造・反応機構について理解できる。
□ 生体内で起こる加水分解反応の機構について理解できる。
□ 生体内で起こる電子伝達のしくみ・流れについて理解できる。

【教育方針・授業概要】
本科目の総授業時間数は22.5時間である。
生体内には微量ながら遷移金属元素が存在しており、その遷移金属元素によって物質代謝やエネルギー代謝、シグナ
ル代謝、シグナル伝達などが機能している。生体内における金属元素の働きを金属錯体や金属タンパク質の機能を通
して理解する。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：基礎生物無機化学：吉村悦郎：丸善出版
参考書：生物無機化学：山内脩・鈴木晋一郎・櫻井武：朝倉書店
参考書：生物無機化学：増田秀樹・福住俊一：三共出版
参考書：リパード・バーグ生物無機化学：松本和子ほか訳：東京化学同人

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義、学生参加型授業

【メッセージ】
教科書を基に予習・復習を行うこと。

【事前に行う準備学習】
無機化学・錯体化学の内容を復習する。

【成績評価方法】
[前期]中間試験：40％,期末試験：40％,レポート：20％

【達成目標】
　 達成目標 割合 評価方法

1 分子の構造と一般的な反応の方向について説明できる。 20 % 中間試験、期末試験および小テスト・レポートで評

価する。

2 金属錯体を形成する配位子の種類および結晶場理論さらには配位と 20 % 中間試験、期末試験および小テスト・レポートで評

解離について説明できる。 価する。

3 金属酵素による加水分解機構について説明できる。 20 % 中間試験、期末試験および小テスト・レポートで評

価する。

4 各種金属タンパク質の電子伝達の機構について説明できる。 40 % 中間試験、期末試験および小テスト・レポートで評

価する。

【本校の学習・教育目標】
◎(C) 技術的問題解決のための専門分野の基本的知識を身に付ける

各学科における専門科目を学習することにより、技術的課題を理解し対応できる
【授業計画】（生物無機化学Ⅰ）
回数 授業の主題 内容 レポート 宿題

第１回 生物無機化学Ⅰの概要 これまでの復習および授業内容の説明

第２－３回 分子の構造と反応 分子構造、結合理論、化学反応について

第４－６回 金属錯体の化学 配位結合、金属錯体の構造と物性、金属錯体の反応に

ついて

第７回 加水分解１ 加水分解の反応形式、金属イオンによる加水分解反応

の促進について

第８回 中間試験

第９－１０回 加水分解２ 金属酵素による加水分解の反応機構、加水分解酵素の

例について

第１１－１４回 電子伝達 電子伝達の機構と意義、電子伝達体の種類、金属タン

パク質の式量電位と機能、呼吸と光合成について

第１５回 まとめと演習 生物無機化学Ⅰの授業総括


